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1. まちづくりの考え方

バリアフリー

ユニバーサルデザイン

　高山市では、全ての市民が住みやすく、また、住みつづけたいと思うまちが、
訪れる人にとっても訪れやすいまちである「住みよいまちは、行きよいまち」を
基本的な考え方として、「安全・安心・快適なバリアフリーのまちづくり」に
取り組んでいます。
　この取組みに、ユニバーサルデザインの視点も加え、少しでも多くの人にとって
過ごしやすい「誰にもやさしいまちづくり」をすすめています。

　高齢者や障がいのある方などが社会生活をしていくうえで、バリアとなるものを
取り除こうという考え方です。

　障がいの有無、年齢、性別、人種等にかかわらず多様な人々が利用しやすいよう、
あらかじめ、都市や生活環境をデザインする考え方のことです。
　今日では、情報やサービス、コミュニケーションも含む「全ての人が生活しや
すい社会のデザイン」という広い概念で使用されています。
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2. 高山市の取組み

●モニターツアー

　平成8年から行っているツアーで、毎年1～2回障がいのある方や外国人の方
などに高山を観光していただき、どこにバリアがあるか、何がバリアとなって
いるか意見をだしていただく取組みです。

・道路のデコボコや段差が多く、介助がなくては移動できない
・車いすで入れる店が少ない
・ホテルの部屋やトイレ、浴室に段差があって使いにくい
・店員が、障がい者自身ではなく、介助者に問いかける

陣屋前朝市を散策するモニターツアー参加者

〈モニターツアーの意見〉

始めの頃の意見

車いす使用者
・利用できるトイレが多くて安心
・点字ブロックが通行の邪魔になる
視覚障がい者
・道が平らすぎてどこを歩いているかわからない
聴覚障がい者
・緊急情報は音だけでなく文字で伝えることが必要

取組みをすすめてからの意見
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　安全にまちを歩くことができるよう、歩道の段差解消、網目の細かいグレーチ
ング（側溝蓋）への取り替えなどを順次すすめています。

2. 高山市の取組み

●道路の改修

〈歩車共存型道路の整備〉

〈グレーチングの改修〉

改修前 改修後

改修後

・歩道が狭い
・歩道と建物の間に大きな側溝がある

・歩道を広くした
・側溝に蓋をして、カラー舗装を施した
・車の減速を促すため、車道のセンター
　ラインをなくした

・網目が大きく、車いすやベビーカー
　の車輪が落ち込んでしまう

・網目を１cm以下の細かなものに取
　り替えた

・夜は暗く、横断歩道を渡ろうとする
　歩行者が車から見えにくい
・夜や積雪時、車道と歩道の境界が
　わかりにくい
・点字ブロックが雪で埋まってしまう

・明かりをつけて境界をわかりやすく、
　車から歩行者を見えやすくした
・融雪・発光機能がある点字ブロック
　を横断歩道前に取り付けた

〈融雪ブロックと「知らせるあかり」の整備〉

改修前

改修後改修前
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　安心してまちを歩くことができるよう、車いす対応トイレや多目的トイレの整備
をすすめています。

（出入口のサイン）
　・イラストで表示
　・触地図や点字もある案内
　  板を設置

多目的トイレの内部

ユニバーサル
シート(大人の
おむつ交換が
できます )

ベビーチェア
( お子さんと
一緒に入れます)

洗面台の両側に手すりが
あります

小児用便
器 (背の小
さなお子
さんも使
用できま
す )

車いす対応便器
(固定式の手す
りと可動式の手
すりがあります)

着替え台 (使用するときに
引き出します )

オストメイト対応排せつ物流し
( 人工肛門・人工膀胱をつけた
人が使用します )

●快適公衆トイレの整備

〈ポッポ公園公衆トイレ〉
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　必要な情報が入手できるよう、情報提供についてバリアフリー化をすすめています。

　障がいのある方や外国人の方にはどういった対応を
心がけるとよいかを解説した冊子や視覚に障がいのあ
る方向けの観光マップなどを作成し、配布しています。

　施設のバリアフリー化やタクシーサポートシートの導入がすすめられており、改修
経費を補助しています。

民間施設等のバリアフリー改修費用を助成
限度額　　200万円
　　　　　(タクシーサポートシートは15万円)
補助率　　2分の1

〈観光情報端末〉 〈まちの中の観光案内板〉

〈市のホームページ〉

〈安全・安心・快適なまちづくり事業補助金〉
民間施設等のバリアフリー化資金を融資
限度額　　600万円
利息　　　無利子
借入期間　5年間

〈中小企業設備近代化資金融資〉

・車いすで利用でき    
　る位置に設置
・音声や文字、手話　
　アニメーションに
　よる観光案内

・おもてなしの匠心得帳
・飛騨高山ぶらり散策マップ（多言語）　などを作成

・日本語
・英語
・中国語
・韓国語
　の4言語で表記

・音声読み上げや文字拡大機能
・観光情報は日本語を含め12言語で記載
（ホームページアドレス）http://www.hida.jp/

2. 高山市の取組み

●情報バリアフリー

●マップ、冊子の作成

●民間事業者の整備支援
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　バリアを取り除くまちづくりから、バリアを生まないまちづくりに向けた、
ユニバーサルデザインの考え方に基づくまちづくりの基本的な方向を示す条例
です。

　法で定める整備基準に適合しなければ
ならない建築物の種類の追加、対象とな
る建築物の規模の引下げ、適合させる基
準の強化をしています。

条例の概要

誰もが個人として尊重され、様々なふれあいや交流のなかで、安全に安心して
快適に心ゆたかに過ごすことができるまちの実現を図る

お互いを理解し、尊重し、支えあう
心を育てる

利用しやすい施設や生活環境を整備
する

市
・総合的計画的施策
　の実施
・市民、事業者への
　支援
・施設の整備

市民
・積極的に取り組み
・市の施策への協力
（・住宅及び居住環
　境の整備）

事業者
・積極的に取り組み
・市の施策への協力
・施設の整備

基本的施策（ソフト）　　　　  認定証の交付　　　  施設の整備等（ハード）

誰にもやさしいまちづくりに関する目標、施策の方向、具体的指針、その他重要な事項

推進指針、認定証の基準、その他推進に関することの調査審議
誰にもやさしいまちづくり推進会議

推　進　指　針

責　務

基　本　理　念

目　的

努力義務特定建築物

共同住宅

集会場、公会堂
展示場
ホテル、旅館
体育施設

診療所（入院施設無）
劇場、映画館
物品販売店舗
遊戯場
公衆浴場
飲食店
サービス店舗
自動車駐車施設

盲、聾、養護学校
病院及び診療所（入院施設有）
保健所他官公署
老人ホーム等
老人福祉センター、児童厚生施設等
博物、美術、図書館
郵便局、銀行
車両停車場
公衆便所

保育所等
学校

対象建築物の追加

特別特定建築物
適合義務（2,000m以上）2

対象建築物の追加

建築規模の引下げ

全て

2,000m以上2

1,000m以上2

2500m以上

※多数の者が利用する建築物

※不特定かつ多数の者が利
用し、又は主として高齢者、
障がい者等が利用する特定
建築物で、高齢者、障がい
者等が円滑に利用できるよ
うにすることが特に必要な
もの

●誰にもやさしいまちづくり条例　【平成17年３月制定】
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　誰にもやさしいまちづくり条例に基づき策定し、関係する施策を推進するため
の目標や施策の方向、具体的な方針を示しています。

2. 高山市の取組み

●誰にもやさしいまちづくり推進指針　【平成18年３月制定】

推進指針の概要
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〈サービス等ソフト部門のマーク〉 〈施設整備等ハード部門のマーク〉

・音声や表示板による案内システム ・ユビキタスコミュニケータによる
　情報の自動配信

　ユニバーサルデザインの取組みをすすめる民間事業者などを認定して、マーク
を交付します。

　障がいのある方や高山を初めて訪れる方などが移動しやすいまちとなるよう、
音や光、情報通信技術を活用した実証実験を通じて、検討する事業に取り組み
ました。

●誰にもやさしいまちづくり認定制度

●ユニバーサルeーステーション事業　
【平成16年度～平成18年度】 【平成20年度】

●“飛騨高山”自律移動支援実証実験



子どもや車いすの人
が使用しやすい位置
にボタンやお金の投
入口があります

目を閉じても、視力
が悪くてもシャン
プーとリンスが区別
できるようにシャン
プーにデコボコがつ
いています

　高山市では、いろいろな取組みをすすめていますが、市民のみなさんと事業者の
方々の協力と参加が必要です。

誰にもやさしいまちづくり条例 (P6)で市・市民・事業者の責務を定めています。

■市民のみなさん ■事業者の方々

■市・市民・事業者の協働 ■改善しながら取組み続ける

■高山市の特性にあったユニバーサルデザイン

●自動販売機 ●シャンプーの
　デコボコ
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市だけでは誰にもやさしいまちづくりは
できません。みんなで協働して、みんな
がすすめることが必要です。

ユニバーサルデザインには答えやゴール
がありません。どういう取組みが必要か
検討を重ねることが大切です。

地域に根付くよう、日本一広大な面積や国際観
光都市、積雪寒冷地などに配慮することが必要
です。

3. 誰にもやさしいまちづくりをすすめるために

4. 身の周りにあるユニバーサルデザイン

●市民や事業者の責務は

●どのようにすすめるの



　みんながそれぞれ持っている「やさしさ」を育むことが大切です。
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音声案内、手すり、
低い位置にある操作
ボタン、うしろを見
るための鏡などがあ
ります

背の小さい人も大き
い人も使えます

■個性の理解

個性が異なるため、考えが理
解できないことや、仕組みが
不都合な場合があるかもしれ
ません。
お互いに話し合い、歩み寄る
気持ちをもってください。

■歩み寄りの気持ち

誰もが高齢になります。怪
我や病気をすることもあり
ます。大切な人が障がいを
もつこともあります。ユニ
バーサルデザインの取組み
は他人事ではなく、自分に
関わることだと思ってくだ
さい。

■みんなのため、自分のため

道路や施設の整備は必要で
すが、それだけでは不十分
です。行き届かないところ
は、心や行動など人と人と
の支えあいが必要です。困
っている人には声をかける
など、できることから始め
てください。

●エレベーター ●階段の2段手すり

通行の妨げとなる路上駐車
や駐輪、看板設置などがあ
ると折角の整備が無駄にな
ってしまいます。
通行する人の立場になって
マナーを守ってください。

■人的サポート

人はひとりとして同じ人は
いません。性別や年齢、障
がいの有無、怪我などによ
る一時的な変化もあります。
自分とは違う、いろいろな
個性があることを知ってく
ださい。

■マナーの向上

　身近にも様々なユニバーサルデザインがあります。どのようなものがあるか見つけて
　みてください。

●自分にできることは



　高山市の概要

◆高山市では、「障害」を「障がい」とあらわしています。

・面積　　2,177.67km
・人口　　96,231人（H17国勢調査）
・高齢者（65歳以上）の割合　23.9％(H17国勢調査)
・観光客数　3,812,000人(H22観光統計)
  　うち外国人観光客数　187,000人
・障がい者の割合　約6％　

岐阜県

高山市
2


